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今年度の平城宮建物の知復原模型は，すでに1 9 6 8 年度に製作した噂械基壇建物を中心と
する，その周辺の建物を復原作製した。これは，節２次内裏束隣にあたり，第２１．３８．４０次
調査によって発見した官衝のI l i 心四寄りの一郭である。このうち高床建物，築地片庇廊，ＩｚＩ
隠塀Ａ・Ｂ，築地については，建物を復原したが，正庁および東北付属舎は基壇の復原のみ
にとどめた。

この‘ 自術は，南北125ｍ, 東四64ｍで，ＩﾉＬＩ周を築地で囲われ，南正面には八脚' 111を開き，南
より弘ほどで南と北のブロックにわけられる。北ブロックは南ブロックの付属的なもので，
南ブロック中央北寄りに正庁があり，その前方は広場で，南門からの３本の道がとりつく。
付属の諸建物はこの広場を囲むように．の字形に配されている。このように各建物が特徴あ
る配置をもつものの，この官術の性格を決める資料はなく，各建物のもつ機能も推測の域を
出ない。建物の柱間装置などは推定によらざるを得なかった。

博積基壇建物博依基壇をともなう掘立柱進物。准壇の外装は螺（30c m×18 c ｉｎ×8c m）を８
段平横糸にしたもので，北而を除く他の３面に４段の階段がある。建物は６間×２間の身舎
に南北庇がつき，南庇は西南隅に近接する建物のため西端一間を欠いている。柱間寸法は桁

行2. 8ｍ（9. 4尺），梁行３ｍ（10尺）等間

で，なかには掘立柱の柱根（径3 6 c m）

が残っているところもあった。臆根は

２通りの形式が考えられ，一つは身舎

・庇を一流れとする切妻造本瓦雄他

は身舎の承を切妻造本瓦葺とし，この

南北に板または桧皮葺の庇をつける案

である。ここでは前者で設計し，内部

の床は坤敷，柱間装置は階段のあると

ころの承板扉，他は連子窓または土壁

とし’ 職造の雄本については法隆; I F の

伝法堂にならったっ

高床建物螺械韮埴をともなう礎

石建物○ 建物は1 1 間× ２間の規換で，

各柱筋に根石または自然石製礎石が検

州されたＯ柱| 剛は桁行，梁行とも

2 . 4ｍ（８尺）等間，ただし，桁行1 , 1火
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平城宮崎積基壇建物および一郭の復原模型
建造物研究室・平城宮跡発掘調査部
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鮒４図間床建物立面図・断面図
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平城宮聴砿基壇建物および一郭の復原模型

の間の承３．９ｍ（1 3 尺）と広

い。建物の用途についてはわ

からないが棟通りの柱を省' ' 1 各

しないところから，高床式倉

庫と考え，中央間が広い点か

ら５間× ２間を連結した双板

倉と考えた。細部については，

現存する奈良時代の校倉や法

隆寺綱封蔵などを参考にしたｃ

なお，この模型の扉の海老錠

は正倉院御物をもとにして製

作した。

築地片庇廊および築地' １２W（

作した。 節５図坤祇基壊建物．Ｈ隠塀Ａ

築地片庇廊および築地禰術の四周を基底幅1 . 8 ｍ（６尺）の築地がめぐっている。このう

ち坤積基壇建物の北と西の承は，鍵の手に築地内側に庇がつけられている。庇柱は、然石製

礎石上にたち，廊下床面には噂が敷かれる。

築地片庇廊の屋根形式には次の３つの案が考えられた。１）庇をとりこ象陳を梁間の' ' １央

に通す。２）陳を築地の中心に通し，庇側の屋根流れを良くする。３）本Z 戯の築地に板謄

根の庇部分をさしかける。

今回は第３案により作製し，庇臆根は法隆寺金蝋裳階にならい大和弾とした。第３案を採

用した主な理由は，１）南北方向の築地と東西方向の築地は同時期に櫛築されたが，ｉﾉ L i 面築

地の柱割りから考えると施工の順序に２段階あり，四面をつくってから北面をこれにとりつ

けたと考えられるｏ２）庇柱の配置から，まず東西方向の庇屋根がとおり，これに南北方向

の屋根がかかると考えられる。などであった。

目隠塀Ａ・巳博積基壊建物の南面および東而の階段の正面にあり，建物内部が直接外

部から見えないように目隠しの役月を果しているｏ東側の目隠塀Ａは，全長1 5 . 4 8 ｍ（5 1 . 6

尺），基底幅7 2 c ｍ（2 . 4 尺）あり，南端は正庁に，北端は築地片庇廊にとりつく。この塀は中

心通りに掘立柱を建て，基底部に博をこぱだてにしていた。実施案は伽立柱を什紺とする土

塀で，しかも壁面を桁まで坪を張りつめたものとした。

目隠塀Ｂは全長5 . 6 1ｍ（18 . 7尺) ，基唯幅72 c ｍ（2 . 4尺）で，塀ﾉ , 噂底部はＡと同じであるが，

に| ' の掘立柱はない。したがって外観のみＡと瓶似するものと考えた。なお，Ａ，Ｂとも実物

の↓ 1 0 で嫁を焼成し，これを張ることにした。

以上のごとく，今回製作した模型は，博稚基城建物を' ' ' 心とし，｜ノリ方を塀または廊ドで附

された閉鎖的な空間となる部分である。建物１棟ごとは小規模なものであるが，建物群とし

ての建築美がいかされているといえよう。（村上調一）
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